
県域同一ドメインによる
クラウドサービスの
運用及び利用



めざしていること



住んでいる地域や
学校の規模や
家庭の環境に関係なく

奈良県内の学校に通う
すべての子どもたちに

最新の
質の高い
学習環境を整える



３９市町村
教職員　約１万人
児童生徒　各学年約１万人





【校務系】　県域統合型校務支援システム

出退勤管理 公金管理 図書管理

ポートフォリオ・生徒指導情報・保健情報

小 中

アレンジ１

高（特）

義務教育学校

中等教育学校

単位制・総合学科 定通制

アレンジ２

学籍管理・成績処理（教務・進路）

高校入試事務（出願・情報共有・合格発表）

グループウェア・ＣＭＳによる情報の連携・共有

幼



【共同利用】
各種包括契約

デジタル教材
クラウドコンテンツ

学習アプリケーション

県教育委員会 Google
基本契約

市町村教育委員会
国公立大学法人
教育関係機関

学校・園 児童生徒・保護者

【学習系】　県域統一ドメイン @e-net.nara.jp

運用協定

アカウント
管理



県域公用アカウント導入
（1人1アカウント）

県内全40自治体＋県立・国立大学法人等

奈良県教育委員会



大切なこと

子どもが
自分でまなべるようにする

環境を何のために創るのか
すべきことを可視化する

特別なことはしない
あたりまえのことを
あたりまえにする



県域同一ドメイン

1. 1人1アカウント

2. クラウドベース

3. 県域＝対象範囲

4. 学校への影響

5. 学校外への影響



奈良県が

やってみてますので

みなさんも

いかがですか


